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第39回　ろうきん運営委員トップセミナーひとり親家庭への支援取組について
 新型コロナウイルス感染拡大は、非正規で働く割合の高い
ひとり親家庭を経済的困難な状況に追い込んでおります。
学校給食がない冬休み期間に合わせ、ひとり親家庭への支
援取組みを県労福協と静岡県母子寡婦福祉連合会と連携し
て取り組みを行いました。
　今回の取組みは、県労福協、ユーコープが募集チラシ、
食材等を用意し、母子寡婦連合会の会員に対して食材提供
のお知らせを母子寡婦福祉連合会が行いました。また、母
子寡婦福祉連合会では、各市町の行政、社会福祉協議会を
訪問し、新規会員拡大の協力要請と今回の募集チラシの配
布を行いました。
　今回の応募の条件は、母子寡婦福祉連合会の会員の方及
び新たに母子寡婦連合会に加入を希望する18才以下の子供
を扶養しているひとり親家庭で生活にお困りの方に限定し
て行いました。
　その結果、530世帯から応募があり、県労福協、ユーコー
プ、母子寡婦福祉連合会、福祉基金協会での4団体の29名
でＣＯ-ＯＰ静岡センターでの食材の箱詰め作業を行いました。
箱詰め作業はユーコープのセンター長が中心なり、手際よ
く進めていただき、予定の時間より早く作業が終わること
が出来ました。

　今回の「ひとり親家庭への支援取組み」により、母子寡婦
連合会では新たに108名の会員が増えました。
　また、今回の事業は財形事業協会からの寄付（社会貢献資
産）から経費を支出しました。 
　箱詰め作業に参加した方からは「箱詰めされ荷物がトラッ
クに一杯になった時は感無量でした。」との声がありました。
　また、食材を受け取った会員からは「食材をたくさんいた
だきありがとうございました。年末は色々物入りで何時もひ
ーひーしていますが、今回はゆっくりお正月が迎えられまし
た。感謝の気持ちを忘れずに、ありがたく、美味しくいただき
ました。」とお礼の言葉をいただきました。

※静岡県母子寡婦福祉連合会とは戦争未亡人を中心に母子家
庭や寡婦がお互いに助け合うために作られた会です。現在は、
静岡県内の市町の母子会が集まって組織されており、ひとり親
家庭等（母子家庭・父子家庭及び寡婦）が安心して暮らして
いけるように情報提供や、ひとり親家庭の健全育成の活動を
行っている団体です。

　 トップセミナーはこれまで30年以上に亘り一同が集い、運営委員会間の交流を重ねながらノウハウを積み上げ、ろうきん運動を強

固なものとしてまいりました。今回も昨年度同様、残念ながらＷｅｂを利用した開催となりましたが、是非、次回こそは皆さまと熱い想い

を共感し、大きな推進力を発揮するための本来の形で開催ができることを期待しております。

　さて、先日金融庁より４月から６月の個人預金集計について前年度比４％増加という発表がありましたが、当金庫では前年度比２．

１４％増加にとどまり、全国13金庫平均の２．５６％増加にも届かない状況でした。当金庫の構造的な分析も含め、さらなる強化を図っ

ていかなければなりません。節目の７０周年をターニングポイントとし変革を図り、経営基盤を盤石なものとしていくよう努めてまいりま

す。また、当金庫の強みである“会員の皆さんと一体となったろうきん運動”をより強固なものとし、さらなる社会に役立つ金融機関を

目指してまいります。

　 何をするにも便利な今、いつの間にか失っているものがあります。私達はそれに気づき、

その“失いがちなもの”をしっかりと残していく必要があります。〈ろうきん〉の歴史も同様であ

り、次の世代へしっかり伝えていかなければなりません。

【失いがちなもの】

自動化により工夫を凝らす・体を動かすなどの機会が減り、スマホの普及により何事も検索

し解決するため、考える・覚えることが減少しています。人と人とのふれあいも同様です。便

利さを追求する中でも、人が人らしく生きるために、考えること・人への気づき・気遣い・心配

りなど、これらを決して忘れてはいけません。

【〈ろうきん〉の歴史を振り返る】 

戦後、労働者の立場は弱く、銀行から簡単にお金を借りられる環境にありませんでした。そ

んな中、労働者が自ら「安心して利用できる金融機関を作ろう」と立ち上がり、非営利の働く

人のための金融機関『労働金庫』を作り上げました。現在では全国１３の労働金庫において

、働く人とその家族を金融面でサポートし続けています。

【ろうきん運動の活性化】

 労働組合と〈ろうきん〉は、共に運動する主体です。この自覚を呼び起こし、相互扶助の精

神、協同精神を再認識することが必要です。先輩達の熱き想いを心に刻みながら、「働く人

のため」という想いを込めた運動を展開することが我々の使命となります。また、〈ろうきん〉

のさらなる進化にはベテランの経験と若い方の柔軟な発想力が欠かせません。特に若者は

様々な可能性を秘めています。その可能性を引き出すために、若者が遠慮なく話せる場を

つくり、話を聞き、失いがちなものを伝え、私たちも若者と一緒に頑張ることが、ろうきん運動

の活性化につながっていきます。

杉本敏彦 実行委員長
（沼津支店運営委員長）

講演　労働金庫設立70周年
「ろうきんの歴史」の振り返り～失いがちなものを次世代へ～

皆さんと一体となったろうきん運動をより強固に！

　本トップセミナーにおいては、『次世代へのろうきん理念・ろうきん運動の伝承』を開催コンセプトとし、第一部では2022年度の事業計

画アクションプラン（案）を全体で確認いただいた上で、今後の各運営委員会活動を具体的にイメージいただきます。第二部では会員

研修講師団の守重団長よりご講演いただきます。テーマは「〈静岡ろうきん〉が２０２３年３月に創立７０周年を迎えるにあたり、改めて

歴史を振り返り、これからのろうきん運動へつなげる」というものであり、今後の各運営委員会の活動と、各組織でのろうきん運動にも

つながる内容であると考えます。ぜひ、今回のセミナーを機に各運営委員会、そして他の運営委員会との情報交換につなげていただ

くようお願い申し上げます。

【開会の辞】 ろうきんの理念とろうきん運動を次世代へつなぐ

　  2022年度事業計画アクションプラン案を抜粋してご案内いたします。【会員との協働】の項目では、会員は情報の発信や収集を通じ

て皆さまのニーズ把握を、運営委員会は運営委員会間の交流による運動の底上げを、〈ろうきん〉は会員が抱える課題を把握と解決

に向けた支援を進めると共に、７０周年記念事業における新たな施策も適宜実行してまいります。【地域共生・持続可能な社会への貢

献】の項目では、金融包摂の取組みとして、あらゆる勤労者のニーズに対応する融資制度や仕組みを提供します。また、非営利・協

同セクターとの連携を深めながら、職員等の地域の社会貢献活動への参加機会を設けます。人生１００年時代の安心への支援に向

けては、退職者層へのコンサルティング体制を強化します。【環境変化に対応し先を見据えた戦略】の項目では、家族・知人への紹介

施策等を展開し、ろうきんファンの拡大を図ります。新たな分析ツールの導入も進め、デジタル技術活用とアナログの良き側面を駆使

しサービス向上を図ります。【ひとづくり・組織づくり】の項目では、「福祉金融プロフェッショナル」育成に継続して取組みます。

    以上、2022年度は中期計画初年度の成果と７０周年記念事業の相乗効果により、中期計画３ヵ年目標の達成を確かなものとする１

年としてまいります。

2022年度事業計画アクションプラン第一次案

　２０２２年２月１日（火）に「第39回ろうきん運営委員トップセミナー」を

開催し、県内各店運営委員会の運営委員長、副運営委員長などの

代表者様、ご来賓、労金職員含め、全体で約150名が参加しました。

【開催コンセプト】
 次世代へのろうきん理念・
ろうきん運動の伝承

      ～70周年を迎えるにあたり～

講演：守重勝文氏
会員研修講師団 団長
（ヤマハ労働組合）

静岡県労働金庫
池田正典 専務理事

静岡県労働金庫
古川正明 理事長
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公益財団法人静岡県労働者福祉基金協会
成果発表セミナー

2021年４月に改正高年齢者雇用安定法

が施行され、企業は 65 歳までの雇用確

保義務に加え、70歳までの就業確保が

努力義務となりました。“誰もが70歳ま

で現役”の時代が現実のものとして視

野に入ってきた、といってもいいでしょ

う。静岡県労働者福祉基金協会では

2019年度より3か年にわたり高年齢期

の働き方と生活をテーマとした「10年

後の高年齢者の働き方：勤労者の人生

設計と企業・労働組合の関わりに関す

る調査研究」に取り組んでまいりまし

た。人口減少の中、高齢化は益々進み、

高年齢者の人口は当分増加が続く超高

齢社会のわが国において、高年齢期の

生活は、これまでのような「悠々自

適な年金生活」とはいかず、一定年

齢までは収入を伴う仕事を続けるこ

とが一般的になっていく可能性があ

り、今回の高年齢者雇用安定法の改

正や 2022年 4 月から可能となる年

金の繰り下げ受給を75歳まで可能と

する制度変更なども、働き続ける高

年齢者の拡大を後押しする形となっ

ています。一方で、企業は経験豊富な高年齢の勤労者を十分に活用できているのか。

勤労者の側は高年齢期の働き方や生活についてどのようなヴィジョンを描いているのか。社会の要請と現実にど

の程度のギャップがあるのか。“誰もが70歳まで現役”の社会を豊かなものにするためには、超高齢社会をポジティ

ブに捉えていく視点と戦略が必要です。

　本年5月27日（金）に開催する成果発表セミナーでは、先行研究調査、アンケート調査、ヒアリング調査などの

成果をご報告するとともに、高年齢者の就業についての現状と課題について、立正大学の戎野淑子（えびすの　

すみこ）先生にご講演を頂き、また本調査研究の主査を務められた静岡理工科大学の秋山憲治先生、連合静岡会

長の中西清文さんを交えたトークセッションの場を設け、高年齢期の就業について、今後どのような方向を目指

すべきか、企業、勤労者、労働組合はどのようなことに取り組むべきなのか、それに向けての課題は何か、など

について語り合い、高年齢者がやりがいを持って働き続ける 10年後の静岡県の姿を展望します。

　超高齢社会は社会保障費の増大や経済成長の低迷などネガティブな言葉で語られがちですが、それは一面に過

ぎないのではないでしょうか。多世代の人びとが協力して作り上げる成熟した社会の姿とそこでいきいきと社会

に参画し、貢献する自らの姿をこのセミナーを通じて、それぞれ描いて頂きたいと思います。

65

　恒例となりましたフードドライブは今回で１６回目の開催となりました。

おかげさまで回収拠点数、回収重量ともに右肩上がりとなっており、フード

バンクの広がりを感じることができて嬉しい限りです。２０２２年１月には、

静岡県内３２６箇所にて食品回収ＢＯＸを設置させていただき、広く県民の

皆様より食品を募ることができました。２月に入り、こちらも恒例となりつ

つありますが、静岡県ボランティア協会を通じ静岡市番町特別支援教育セン

ターのご協力を得て、会議室

を借り、集まった食品の一斉

仕分けを行いました。

　今回の一斉仕分けも残念な

がら「まん延防止等重点措置」

期間中ということで、広くボ

ランティアさんの公募を行う

ことができず、静岡県労福協・

静岡県生協連・静岡県福祉基

金協会・連合静岡をはじめと

したフードバンクふじのくに

に所属する理事団体さんより、

多大なるご協力をいただき実

施することになりました。こ

の形での一斉仕分けも数をこ

なしてきたおかげか、大きな

事故・ケガ、また感染者を出

すことなく、予定していたよ

りも短い時間で、仕分けを終

えることができました。

　また、今回の仕分けにおい

て、初めて勤労者総合会館にある労働金庫の地下倉庫に、食品を大量搬入す

ることになりました。初めてのことでしたので、正直少し不安もありましたが、

会館を管理されている静岡県労働福祉事業協会よりご協力をいただけたおか

げで、スムーズに食品を搬入することができました。フードドライブ～一斉

仕分けの一連の流れを行うと、皆さまから支えられて事業を行うことができ

ていることが再認識できます。

　今回のコロナ「第６波」により、ご依頼をいただいていた「フードバンク講演」

や「フードバンク体験会」「フードバンク研修会」が軒並み中止となってしま

いました。皆さまとフードバンク活動を共有していくためにも、コロナが落

ち着きましたら、また企画していただけたら幸いです。

今後とも、フードバンク活動へのご支援、よろしくお願いいたします。

在職中における在職老齢年金の
仕組みが変わるそうだね

何それ?何それ?

ヘー。そうなの?

やった！

へへ。

28万円の壁が
47 万円に緩和
されるんだね！…
と、言うことは、
受取額が増えるんだね !

そう。でも、君は、たくさん給料
もらってるんだったよね。羨ましいよ。

でも、いい事教えてもらったから、
今度、奢ってあげるよ!

※詳しくは厚生労働者のホームページで確認して下さい。

厚生年金保険に加入しながら年金を
受給する場合、老齢厚生年金の額
と給与や賞与の額に応じて、年金の
一部または全額が支給停止となる場
合があるんだけど、これを在職老齢
　　　　　年金って言うんだ !

65歳未満の在職老齢年金は、今ま
で、賃金と年金月額の合計額が 28
万円を超えると、年金の一部または
全額が支給停止されていたんだけど、
2022 年 4月分の年金からは、65歳
以上の人同様に、合計額が 47 万円
以下なら支給停止されなくなるんだ。
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静岡県生活協同組合連合会からのお知らせ

1. ひとり親家庭への食料品寄贈
　県労福協が進める「ひとり親家庭への支援取組について」に賛同し、
コープ商品の手配と箱詰め作業を行いました（12/18）。おうちＣＯ-Ｏ
Ｐ静岡センターにユーコープ役職員、県労福協職員ら 29 名が参加し仕
分け業を行いました。食料品 530 セットが食料品受け入れ先の静岡県
母子寡婦福祉連合会に届けられました。
　12 月 31 日、宅配おせち（3段）在庫をひとり親世帯などに寄贈する
取組みを行い、静岡市社協を介し（一社）てのひら（代表＝川口正義氏・
駿河区）に 50 セットを寄贈しました。おせちは当日各家庭に届けられ
ました。

2. 寄付金・食料寄贈の取り組み（ユーコープ）
　「7 月豪雨災害緊急支援募金」寄贈式を静岡県共同募金会にて執り行
いました（12/1）。静岡県内で被災された方々の支援として 2,898 万
6,591 円を寄付しました。
　子どもの貧困や教育支援を目的に「書き損じハガキ寄付活動」を行い
換金した 287 万 3,276 円を静岡県共同募金会に寄付しました。寄付金
は児童養護施設等の助成金として役立てていただきます。

3. 協同組合間提携推進協議会の取り組み（女性交流集会）
　12 月 14 日、ＪＡ・漁協・森林組合・生協の女性役員・職員・女性部
員 35 人が参加して、女性交流集会をオンラインで開催しました。「Ｓ
ＤＧｓと協同組合」をテーマに学習しＳＤＧｓ達成に向けて出来ること
として、日頃から取組んでいる、食育活動、収穫体験、子ども食堂の活
動などを紹介し合いました。

4. 年始県知事訪問
　1 月 5 日、稲垣滋彦会長、鈴木隆博副会長（こくみん共済 coop 静岡
推進本部長）、飯田知男専務理事（ユーコープしずおか県本部長）が川
勝平太静岡県知事を訪問しました。県生協連としてフードバンク活動支
援や県民向けの講演会企画などを通じ、県民のくらしに役立つ事業を進
めていることをお知らせしご理解いただきました。

5. 核兵器禁止条約批准署名静岡県連絡会 1周年総会・講演会
　静岡県原水爆被害者の会などの諸団体との連携し核兵器禁止条約批准
署名推進静岡県連絡会に参加しています。昨年末までに 57,870 筆（う
ち県生協連会員生協計 33,549 筆）が寄せられました。1 月 22 日に連
絡会 1周年記念総会がオンライン併用で開催されました。記念講演「核
兵器禁止の時代における東アジア非核平和の実現」（李俊揆氏　韓神大
学統一平和政策研究院上級研究員）が行われました。
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1821S059静岡推進本部（静岡県労働者共済生活協同組合）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共
済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安
心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この
趣旨に賛同いただき、出資金を払込んで居住地または勤務地の共
済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

こくみん共済 coop
公式キャラクター
ピットくん

▼詳しくはWebで

保障は一生涯で、
入院・手術から先進医療まで

22歳　男性　月々1,740円　→　80歳まで支払合計は　1,211,040円
40歳　男性　月々2,700円　→　80歳まで支払合計は　1,296,000円
22歳　女性　月々1,750円　→　80歳まで支払合計は　1,218,000円
40歳　女性　月々2,520円　→　80歳まで支払合計は　1,209,600円
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会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

≪ ご案内 ≫
○お申込みの際は、①～⑥をお知らせ下さい。（電話受付は平日 9 : 00 ～ 17：00）
①日程 ②講座名③お名前（ふりがな） ④電話番号 ⑤お住まい（○○市・町） ⑥年齢（○○歳代）　
○ご来場時のマスク着用と消毒、検温にご協力下さい。状況により延期・中止となる場合があります。

掲載講座は参加費無料

【申込】 ライフサポートセンターしずおか東部事務所　TEL：055-929-9820　FAX : 055-929-9825

【申込】 ライフサポートセンターしずおか東部事務所　TEL：055-929-9820　FAX : 055-929-9825

日時：7/2（土）14:00 ～16：00
会場：サンウェルぬまづ多目的ホール
募集：30名（申込先着順）
講師：　LEHUA（レフア）さん（Amui Lehua Polenoa 主宰）

沼津 健康フラダンス

フラの魅力や運動としての効果が期待できるフラの動きを学びます。（初心者向け）

静岡で本当のHULAを広めたいとフラ教室をスタートし幅広く活動中。ハワイで行われるフラの大
会では、本場ハワイアンを抜き団体部門 1位。ソロ部門 2位を獲得。

【申込】 ライフサポートセンターしずおか西部事務所　
　　　　TEL：053-466-6307　FAX : 053-466-6273

【申込】 ライフサポートセンターしずおか西部事務所　TEL：053-466-6307　FAX : 053-466-6273

日時：7/9（土）10:00 ～12：00
会場：磐周教育研究所（ソフィア）大会議室（磐田市国府台489-1）
募集：50名（申込先着順）
講師：親野智可等（おやのちから）さん（教育評論家）

磐田 親力で決まる子どもの将来　～子どもをらくらく伸ばす親力～

教師を務めた経験と知識から、親が楽になって楽しく子育てをするコツを伝えます。

公立小学校で 23 年間教師を務める。メールマガジン「親力で決まる子供の将来」は教育系メルマガと
して最大規模を誇る。マンガ「ドラゴン桜」の指南役としても著名。

静岡 テレビ寺子屋公開録画

浜松・富士

【申込】 ライフサポートセンターしずおか東部事務所　TEL：055-929-9820　FAX : 055-929-9825

日時：5/21（土）13:00 ～15：30
会場：沼津労政会館3階ホール
募集：50名（申込先着順）
講師：志村孚城さん （日本早期認知症学会名誉理事）
 　　　奥山恵理子さん （日本早期認知症学会理事）

沼津 脳いきいき講座（認知症講座）

認知症の正しい理解と予防についてお話しし、テストシートで脳いきいき度を知る
「セルフチェック体験」を行います

おやこおこづかい教室

【申込】 ライフサポートセンターしずおか中部事務所　TEL：054-270-3963　FAX : 054-272-0014

日時：4/23（土）13:15 ～15：00
会場：あざれあ大ホール（静岡市駿河区馬淵）
募集：140名（申込先着順）
講師：新田恵利さん （タレント）

ゲスト講師に新田恵利さんを迎え、番組収録を行います。

日時：6/4（土）10:00 ～12：00
会場：浜松労政会館
募集：小学校低学年のお子様と保護者15組

日時：6/18（土）10:00 ～12：00
会場：富士ロゼシアター第1会議室
募集：小学校低学年のお子様と保護者15組

定額制おこづかいの使い方をゲーム形式で楽しく体験します。

こちらからも
お申し込みできます。

【プロフィール】
1985 年社会現象にもなった伝説のテレビ番組「夕や
けニャンニャン」（フジテレビ）に出演。おニャン子
クラブの会員番号 4 番として一躍人気を博す。1986
年「冬のオペラグラス」でソロデビュー。おニャン
子クラブ解散後もタレント、女優、執筆業だけでなく、
2014 年実母が介護 4 と認定され介護生活が始まると、
企業などにも赴き、自信の経験に基づいた介護に関
する講演なども多数行っている。著書「悔いなし介護」
（主婦の友社）。

講師：山川正人さん（あおい FPサポート代表）　持物：鉛筆・消しゴム・電卓（保護者）
保護者の方へ：ゲーム中の模擬紙幣受渡しと、簡単な計算をお願いいたします。
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　２０２２年１月１８日（火）、「グラウンドゴルフ大会」を天竜川運動公園（第一野球場）で、３７名が参加し腕を
競い合いました。雪が降る非常に寒い朝でしたが、事務局の心配をよそに受付時には雪も収まり青空も見えました。
しかし、プレー中は強風と寒さに悩まされる大会となりました。
　オミクロン株のコロナウイルス感染拡大下ではありましたが、受付時の参加申告書で健康チェックを徹底し、注意
喚起のアナウンスを適宜行い、参加者の協力をいただき、無事進行できました。
　３～４名のチームに分かれ、１ラウンド１０ホール、途中休憩を挟み４ラウンド行いました。強風により普段の力
が発揮できなかった参加者も見られましたが、日ごろの練習の積み重ねによりコンディションに動じない参加者が多
かったように感じました。例年のようにはいかないまでも、コロナ感染を注意しながら、気心の知れた仲間同士、和
気あいあいの中にもホールインワンを狙い一打一打に熱が込められていました。日ごろから体を動かしている参加者
皆さんの、寒さも吹き飛ばすほどの熱気を感じました。
　県退福協からの活動助成金を活用し参加賞を準備したことで、参加者には大変喜ばれています。また、「フードバ
ンク」の呼びかけも行い、当日忘れてしまった方の分を含め、３４点の食料品が寄せられました。今後も継続して社
会貢献活動にも力を入れて活動をしていきます。

　2021 年 11 月 28 日（日）に恒例の「秋のバス旅行」を実施
しました。新型コロナウイルス感染症の状況が急激に改善され
た 10 月初旬、幹事会で判断を下すと一気に準備を進め、幸い感
染症のリバウンドもない中で、実施まで漕ぎつけることができ
ました。
　当日は秋晴れながらも晩秋の冷え込みを感じさせる早朝、68
名（うち会員 62名）が集合し、バス２台で一路「中山道奈良井宿」
へと向かいます。例年であれば、行きのバス内から陽気な声が
聞かれるところですが、感染症対策のため静かに乗車。バスの
座席にも感染症対策のアクリル板が設置されているところが、
“イマドキ”を感じさせます。

　さて、目的地の奈良井宿では約１ｋｍにわたり江戸情緒漂う
建物が連なる中、思い思いに散策。秋の日差しを感じながらさ
わやかな気分で古い街並みをウォーキングでき、それぞれ分散
しながら食べた昼食にも、信州木曽路を感じさせる名物があふ
れていました。帰路に立ち寄った信州味噌の工場見学では、味
噌づくりの行程の説明を受けましたが、久しぶりの県外への旅
行であったことからも、皆さんの熱い視線はお土産に向けられ
ていました。
　 新型コロナウイルス感染症の影響でイベントの見直しを余儀
なくされる中、迅速に準備を進められたことで、貴重な会員相
互の交流の機会とすることができました。
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杉山直樹 氏
浜北天竜北遠地区労福協　事務局長
日本郵政グループ労働組合浜松支部
副支部長

笠原　大輔
カサハラ　　　　ダイスケ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.44

人物登場

この10年間の状況と今後の事業へ向けて

運 動 継 承
事業団体職員・労福協役員へ

贈 る 言 葉
労働金庫からユニオントラベル
に出向、派遣。2017年6月か
ら2021年 6月まで総務部長
兼保険部長。

　2010年、静岡県労福協は「一般社団法人静
岡県労働者福祉協議会」に改組するとともに、
法人化の手続きが行われました。ユニオント
ラベルの株式は、それまで各組織に帰属する
ものとしてそれぞれの代表者名で個人が保有
する形式をとっていましたが、県労福協の法
人化によりすべての株式（196 口 980万円）を
県労福協に集中することになりました。その
結果、（株）静岡ユニオントラベルは県労福協
の 100% 子会社ということになりました。な
お、住生協が解散前に保有していた株式（4
口 20 万円）については、解散に伴ってユニオ
ントラベルが買い取り、現在自社株として保
有しています。
　2011年 3 月 11日、東日本大震災が発生し、
東北地方を中心に甚大な被害をもたらしまし
た。震災発生後しばらくは自粛ムードが広が
り、旅行等の取りやめが相次ぎましたが、そ
の後は支援活動がすすむにつれて、旅行等の
取扱いも増加の様相を見せるようになりまし
た。加えて、ユニオントラベルでは「東日本
復興支援ジェフグルメカード」の取扱を開始
し、連合静岡・労福協賀詞交歓会などの場で
販売窓口を設けるなど、積極的な支援活動に
取り組みました。
　また、2018年度には各団体が継続して取組
んでいるフードバンク活動への支援として、
「フードバンク活動支援付ジェフグルメカー
ド」キャンペーンを展開し、多くの協力を得
ることができました（現在も寄付金付きグル
メカードは継続中）。
　2010年代における旅行業務は、年度ごとに
多少の浮き沈みはあったものの、全体的には
ほぼ一定の利用を受けて推移してきました。

皆さん、こんにちは。浜北・天竜・北遠地区労福協で、

事務局長を仰せつかっております、日本郵政グルー

プ労働組合（ＪＰ労組）浜松支部の笠原大輔と申

します。

２０２１年１０月から、事務局長の任に就いたば

かりですが、新型コロナウイルスの感染症再拡大

の影響で、まだ思うような活動ができていない状

況です。

　そんな中、事務局長としては、会長や他役員の

方々に助言をいただきながら、地区労福協活動の

活性化に繋げていきたいと思います。

　さて、浜北・天竜・北遠地区労福協は、浜松市

北部（浜北区・天竜区・北区と東区の一部）と磐

田市北西部（旧豊岡村）の２市にまたがっています。

　主な活動としては、「親子ふれあい大会（バーベ

キュー・鮎のつかみどり）」、「労福協・退福共グラ

ウンドゴルフ交流会」、社会福祉協議会主催の福祉

　

①趣味：ランニング・釣り
②モットー：挑戦
③最近感動したこと：息子の成長
④最近失敗したこと：少しの段差でつまずいたこと

　一方で、ネット系旅行会社の急拡大など、
旅行業を取り巻く状況は厳しい価格競争の中
に置かれることになり、事業量と比例した収
益の確保が難しい状況になってきました。こ
うしたことへの対策として、利用を広げるべ
くユニオントラベルの認知活動を強化すると
ともに業務管理態勢を整備し、コスト見直し
も図るなどしたことから、2018・2019年度に
は収益改善をはかることができ、事業安定化
の見通しをもつことができました。
　しかしながら、2020年の年初からの新型コ
ロナウイルスの感染拡大は、私たちの生活に
大きな変化を迫り、とりわけユニオントラベ
ルの事業そのものも非常に大きな打撃を与え
ました。2020年 2 月からはそれまでに予約さ
れていた旅行や会議のキャンセルが相次ぎ、
同年 5 月には全国的な緊急事態宣言が発令さ
れたことから、時短営業も行わざるを得なく
なりました。コロナ禍により団体行動が大き
く制約される状況が続き、団体旅行の取りや
め、会議の中止やリモート化などがすすみま
した。
　ワクチンの接種の拡大により状況は改善す
るかと期待されたところでしたが、デルタ株、
オミクロン株といった変異ウイルスが出現す
るなど、なかなか展望が見いだせない状況が
続いています。
　過去の利益留保によるストックや各種経済
対策の利用により事業運営そのものの不安は
ないものの、勤労者の余暇活動の支援や労働
団体・事業団体の支援といった事業本来の目
的の実現こそが、ユニオントラベル事業の役
割です。この役割を果たせる環境が、一日も
早く到来することを強く祈念しています。

交流イベント「浜北ふれあい広場」での模擬店出店、

浜松市労福協と連携した行政要望や「労福協まつ

り」・「ALWF 福祉とくらしのセミナー」・「生活支

援セミナー」・「生活支援カンパ」への参加などに

なります。

　この２年間多くの活動が実施できていませんが、

２月の 1ヶ月間は「生活支援カンパ」として、浜

松市内の児童養護施設２カ所への学用品（文房具）

のカンパとフードバンクふじのくにへの食品カン

パの活動を実施しています。

　また、３月１９日（土）に２年ぶりに「労福協・

退福共グラウンドゴルフ交流会」の開催を予定し

ています。開催できた場合には、労働者と退職者

の交流の機会として、健康的に楽しめるイベント

にしていきます。

最後になりますが、新型コロナウイルスの感染症

により、日々の生活や組合活動に制限がある中で、

地区労福協での交流活動も難しい状況にあります。

しかしながら、事務局長として役員の皆さんと知

恵を絞り、できる方法で少しずつ活動を進めてい

き、同じ地域で働く仲間とその家族の交流の機会

や福祉の輪を広げていく活動に努めていきたいと

思います。今後ともよろしくお願いします。
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　生活支援セミナーは、勤労者の暮らしに役立つ内容を
テーマに浜松市労福協において、毎年実施しています。
昨年度はコロナ禍でやむをえず中止しましたが、今年は、
セミナーの企画・運営を担当する企画委員会で zoom 等
を使った web 配信の手筈を整えてきました。カメラ・マ
イクをそれぞれ 2 本使った司会・講演者画面の適切な切
替え、司会・後援者の画像確認用のモニター設置、配信
内容の充実度に影響するＰＣ操作などを友誼団体より教
授いただき、各実行委員の役割発揮によりスムーズに作
業・講演を進めることができました。
　セミナーの第 1 部は「静岡県のフードバンクの現状に
ついて」と題し、フードバンクふじのくに事務局長の望
月氏に 40 分間講演いただきました。
　日本の食品廃棄物は年間 2,550 万ﾄﾝ、うち食べること
ができる食品ロスは 612 万ﾄﾝで、日本での魚年間消費量

に匹敵するそうです。この食品ロスと生活困窮を結びつ
け、2 つの社会的課題の解決にフードバンクは寄与して
います。
　フードバンクは希望者から直接食料支援を受けるので
はなく、相談窓口（行政、社協など）を介して依頼を受
付しています。生活困窮には様々な要因が絡んでおり、
食料を渡して終わりではないこと、根本的に解決するた
めに、生活困窮者自立支援制度や支援団体との連携が大
切であることなどが熱く語られました。
　第 2 部は「浜松市内での食糧支援の現状と課題につい
て」浜松市社会福祉協議会　宇佐美氏に 30 分間講演いた
だき、フードバンクふじのくにとの連携や課題等、理解
を深めました。初めての Web 方式配信でしたが、滞りな
くセミナー配信を完了させることができ、視聴者アンケー
トも好評でした。

司会：鶴見委員 社協：宇佐美氏 講演 : 望月氏　　 挨拶：村上副会長

　2022年１月14日（金）に「富士宮地区労福協新年の集い」
を富嶽温泉ホテル「花の湯」で開催しました。例年 100
名以上の参加のところ 52 名と半数に参加者を絞り、鏡開
きや会食も中止するなど、拡大傾向に転じていた感染症
への対策を徹底した上での実施となります。小林会長か
らは、「収入減や格差の拡大など、自分の力ではどうにも
ならないこともあるが、こういう時代こそ労福協の掲げ
る “共助の精神” を広げ、働く者の連帯でコロナ禍にも立
ち向かっていきたい」との挨拶がありました。また、来
賓の須藤市長からは、勤労者に対する力強い応援挨拶を
いただきました。
　例年は、乾杯、歓談と会が進むところですが、本年は

すぐに「若者の会」主催のゲーム大会に移ります。テニ
スラケットで羽根つきのようにボールをリレーするゲー
ムですが、感染防止のビニール手袋で手も滑り、悪戦苦
闘するチームが続出しました。ゲームの後は、メインイ
ベントの大抽選会を実施。労福協幹事会員や福祉事業団
体から提供された豪華賞品を取り揃え、当選された皆さ
まからはマスク越しに浮かぶ笑顔が伝わってきました。
　コロナ禍で制限はあるものの、開催方法を工夫し安全・
安心な運営に努めたことで、新年のスタートにあたり、
多くの会員の皆様と顔合わせ・心合わせができ、楽しい
ひと時を過ごすことができました。

「2021年度 生活支援セミナー」の開催「2021年度 生活支援セミナー」の開催
浜松市労福協浜松市労福協

「新年の集い」の開催「新年の集い」の開催
富士宮地区労福協富士宮地区労福協

２０２２年　４月２４日（日）

２０２２年　５月１５日（日）

２０２２年　６月１９日（日）

２０２２年　７月　３日（日）

２０２２年　８月２１日（日）

２０２２年　９月１１日（日）

２０２２年１０月１６日（日）

２０２２年１１月２０日（日）

２０２２年１２月１１日（日）

２０２３年　１月１５日（日）

２０２３年　２月１９日（日）

２０２３年　３月１２日（日）

浜松市　Ｕホール

静岡市　労政会館 

沼津市　市民文化センター

焼津市　文化会館

磐田市　ワークピア磐田

袋井南コミュニティセンター

島田市　プラザおおるり

静岡市　清水テルサ

掛川市　生涯学習センター

藤枝市　 BiViｷｬﾝｾﾐﾅｰﾙｰﾑ

三島市　商工会議所会館

富士市　ロゼシアター

【共催】(公財)浜松市勤労福祉協会｢わーくん浜松｣

【協賛】(公財)静岡市勤労者福祉サービスセンター｢ジョイブ静岡｣

【共催】沼津市　　【協賛】沼津市・清水町勤労者共済会

【協賛】(一財)焼津市勤労者福祉サービスセンター｢ワークピアやいづ｣【協力】焼津市

【協賛】(一財)磐田市勤労者福祉サービスセンター｢とらいあんぐる磐田｣【協力】磐田市

【協賛】遠州ライフサポートセンター　【協力】袋井市

【協賛】島田榛北勤労者福祉共済会　【協力】島田市

【協賛】(公財)静岡市勤労者福祉サービスセンター｢ジョイブ静岡｣

【協賛】(一財)小笠掛川勤労者福祉サービスセンター｢ＯＫ！ワーク｣　【協力】掛川市

【共催】藤枝市【協賛】(一財)藤枝市勤労者福祉サービスセンター｢サポートふじえだ｣

【協賛】三島田方勤労者福祉サービスセンター　【協力】三島市

【共催】富士市【協賛】(一財)富士市勤労者福祉サービスセンター｢ふくりこＦｕｊｉ｣

◎ 参加費‥無料　　◎開催時間‥各会場、午前10時～12時　　※開催予定は、会場の都合等で変更になる場合があります。
◎ 申込先‥（一財）静岡県年金福祉協会　TEL 054（251）2767　　 会場毎、定員になり次第、受付を終了します。

地域・地区労福協の活動予定

5

月
　

月   日  曜日  開催時間    催事（イベント） 　　 　　会場（場所）　  　参加資格・参加費など　　　  　　主　催 　　　　　　　　　　　備　     考

新型コロナウイルス感染状況により開催方法を
変更する場合がございます。
 

新型コロナウイルス感染状況により中止する場合がございます。
 

新型コロナウイルス感染状況により開催方法を変更する場合がございます。
 

お問合せ先　
中遠地区労福協　☎0538-32-2706

3:30～
　　15:00

10:00～
　　12:00

未定

東遠地域労福協

裾野地区労福協

ソフトボール大会 田町緑地
スポーツ広場

掛川市総合福祉センター
あいり～な

エコパ P9駐車場

裾野市民文化センター

御前崎市Uリターン
就職応援プロジェクト
「企業担当者向け説明会」

グランドゴルフ大会
（退福共共催）8:30

18:00

木21

土7

日22

水25

25 水

中遠地域労福協中遠地域労福協
フェスタ

会員・会員
企業担当者

参加資格・
参加費：なし

参加資格
会員

どなたでも

会員

御前崎市役所
研修センター

行政報告・
意見交換会

静岡地区労福協
定期総会

6
月　

4
月　

お問合せ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628

お問合せ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628

静岡地区労福協

静岡地区労福協

掛川地区労福協

ALWF
ロッキーセンター

18:15金17 会員代表者

( 一財 ) 静岡県年金福祉協会主催　２０２２年度市町年金セミナー開催スケジュール
開　催　日 開　催　場　所 共　催　・　協　賛　団　体

「幸せを支え合う社会」の実現のために
福祉基金協会ではNPOとの新たな活動を模索しています。
労福協会員の皆様にNPOを知っていだたくため、今回から中間支援団体から
紹介していだいたNPOの活動を労福協だよりに掲載することになりました。

　当法人会は、法人設立から15年経ち、令和元年に認定NPO法人格を取
得し、NPO法人の存続・地域社会の問題解決の一助となるべく活動を模
索し続けてまいりました。
　法人として活動を始めて5年程は、全国の先進的な活動を始められた
自治体やNPO法人の運営を参考にさせて頂きながら、静岡県内の地的地
緑を考慮しながら、動物愛護、特に、ペットの殺処分を減らすことに注視
し、外飼い猫の不妊手術を励行してまいりました。
　道路で車に轢かれて死んでいる猫の数は、確かに減りました。しかし、
里親さん、新たな飼い主さんを探さなければならない犬、猫の多いこと、
この点については、動物愛護に関する意識の変化もありますが、まだま
だ土地や自然が残っていることもあり、不用な出産を減らす為の猫に対
する不妊手術の実施といった結果には結びついておりません。
　エサだけ与えて、寂しさを紛らわしている高齢者の増加も一因として
考えられます。
　その方達が亡くなられた後は・・・
　このコロナ禍、自宅に居る時間が増えたことにより、ペットの販売購
入実数も増えたそうです。今一度、日本での動物福祉について目を向け
る必要を痛感しております。

認定NPO法人　捨て猫をなくす会
代表　鈴木美晴
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■地域診断サービスをやってみました。地質や避難所、
震れや液状など、とてもわかりやすくくわしくのって
いて見入ってしまいました。自宅だけでなく仕事場や
通勤路など家族で興味深く学ぶことができ、ありがと
うございます。　　　　　　　　　　　富士市　倉島様

■いつも楽しく見ています。地区労福協事務局長のリ
レートークNo.43に登場した杉山さんの「最近失敗した
こと」を読んで思わず笑ってしまいました。コストコっ
ていい所ですよね、本当に。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　三島市　河原崎様

■チャレンジ川柳楽しいですね！ろうきんの金利上乗
せキャンペーン嬉しいです。フードバンクへの寄付も
できる定期預金キャンペーンもあり、お正月に定期に
してきました！ありがたい情報でした。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　富士宮市　中村様

■両親のすすめで就職時よりろうきんを利用させてい
ただいています。便利で安心して利用でき、友人にもす
すめています。これからも続けて利用していきたいと
思います。　　　　　　　　　　　　静岡市　村松様

■ギフトカードが当たったら、食費の足しにしたいで
す。食品や光熱費が一斉に値上がりしたので、生活が一
気に厳しくなった気がします。コロナ禍で先行きも不
透明で、不安ばかりが募ります。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　富士宮市　下山様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数69通の内、正解者の中から
抽選した結果下記の方々が当選され
ました。おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）A：セーリング
（２）B：結ぶ
（３） C：ゴルフ・旅行

クイズ  前回の答え

○焼 津 市　塩沢　晴　様
○袋 井 市　伊東　祐樹様
○伊 東 市 　大澤　憲子様
○静 岡 市 　中村千須子様      
○焼 津 市　大村　允好様
藤 枝 市　丸山　  瞳   様

当選者

■締 切 日　２０22年5月27日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募する をクリック

❶浜松市労福協では生活支援セミナーを実施しました。
　「フードバンクふじのくに」の講演の講師は？
　A:望月氏　B:村上氏　C:松下氏
❷福祉基金協会では5月27日成果発表セミナーを開催します。
　セミナーのタイトルは？
　A:どうなる？働く人と企業の未来　B:どうなる？働く人と日本の未来　
　C:うなる？働く人と労福協の未来
❸人物登場　浜北天竜北遠地区労福協の笠原事務局長の趣味は
　A:ランニング・釣り　B:トレーニング・釣り　C:ランニング・盆栽

第65回定期総会にて
中央労福協
マスコットキャラクター

を発表しました。

このキャラクターは、
地方労福協をはじめ各加盟団体で活用することで、
親しみやすさや共感を高め、
労福協への愛着をもってもらい、
広く労福協の認知やイメージ向上の
促進につなげるために
キャンペーンキャラクターを作成しました。



冬休み子ども食糧支援冬休み子ども食糧支援

どうなる？ 働く人と企業の
未来成果発表セミナー
どうなる？ 働く人と企業の
未来成果発表セミナー

こくみん共済coopからのお知らせこくみん共済coopからのお知らせ

ALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせ

ユニオントラベルからのお知らせユニオントラベルからのお知らせ

フードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせ

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ

地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介

退福協・グリーン友の会退福協・グリーン友の会

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

人物登場
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.44

ろうきん運営委員トップセミナーろうきん運営委員トップセミナー

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Spring 2022

2022 春号
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